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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 
(1)連結経営成績に関する定性的情報 

 

当第 3 四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経済環境は、国内につきましては引き続

き堅調に推移したものの、海外につきましては、中国、欧州などにおいてより一層先行きの不透明感を

強めながら推移いたしました。 

このような状況のもと、当社グループは国内外において金融ビジネスが好調に推移したことにより、

連結売上高は 84,656 百万円（前年同期比 15.4％増、11,322 百万円の増）を計上いたしました。 

損益につきましては、金融ビジネスにおける増収効果に加え、全社横断的に取り組んでいるコストダ

ウン効果を主に、連結営業利益は 3,338 百万円（前年同期比 121.2％増、1,829 百万円の増）、連結経常

利益につきましては、3,156 百万円（前年同期比 55.1％増、1,121 百万円の増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益につきましては、2,138 百万円（前年同期比 95.4％増、1,044 百万円の増）を計上いたし

ました。 

 
①当第 3 四半期連結累計期間の概況                      

 2014年度 
第3四半期連結累計期間 

2014年４月１日～ 

2014年12月31日 

2015年度 
第3四半期連結累計期間 

2015年４月１日～ 

2015年12月31日 

前年同期比 

  売上高比(%)     売上高比(%)     増減率(%) 

売 上 高 73,334 100.0 84,656 100.0 11,322 15.4 

 国 内 50,134 68.4 59,501 70.3 9,366 18.7 

 海 外 23,199 31.6 25,155 29.7 1,955 8.4 

営 業 損 益 1,508 2.1 3,338 3.9 1,829 121.2 

経 常 損 益 2,034 2.8 3,156 3.7 1,121 55.1 

親会社株主に帰属する 

四 半 期 純 損 益 
1,094 1.5 2,138 2.5 1,044 95.4 

2015 年度第 3四半期累計期間の平均為替レート：121.71 円/米ﾄﾞﾙ、19.26 円/中国元 
2014 年度第 3四半期累計期間の平均為替レート：106.88 円/米ﾄﾞﾙ、17.29 円/中国元 

 
 ②セグメント別の概況 
 

当第 3四半期連結累計期間における各セグメント別の概況は以下のとおりです。 

 
＜金融ビジネス＞ 

 2014 年度 

第 3四半期累計 

2015 年度 

第 3四半期累計 

前年同期比 

 増減率(%) 

売 上 高 32,728 44,760 12,032 36.8 

営 業 損 益 1,860 3,424 1,563  

金融ビジネスにつきましては、国内市場が大きなリプレース時期を迎えており、これらの需要に対し確

実に対応したことにより、ＡＴＭおよび営業店端末ならびに関連ソリューションが伸長いたしました。さ

らに、海外向けメカコンポーネントにつきましても、中国および欧州市場向けが引き続き好調に推移した

ことなどにより、連結売上高は 44,760 百万円（前年同期比 36.8％増、12,032 百万円の増）となりました。 

損益につきましては、上記の増収効果に加え、フィリピン工場の拡充による製造効率の向上、ならびに

コストダウン努力により、3,424 百万円の連結営業利益となり、前年同期比では 1,563 百万円増加いたしま

した。 

今後もメカコンポーネントの適用分野拡大など、国内外において積極的にビジネス領域の拡大に努めて

まいります。 

 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 
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＜流通ビジネス＞ 

2014 年度 

第 3四半期累計 

2015 年度 

第 3四半期累計 

前年同期比 

増減率(%) 

売 上 高 13,319 12,330 △988 △7.4

営 業 損 益 △804 △621 182 

流通ビジネスにつきましては、モバイル端末ビジネスが大口商談受注により、また、海外向けセルフ

チェックアウトシステムビジネスが所要増加などにより拡大いたしました。しかしながら、連結売上高は、

北米ＰＯＳビジネスの商流見直しによる減収影響などにより、12,330 百万円（前年同期比 7.4％減、988

百万円の減）となりました。 

損益につきましては、621 百万円の連結営業損失となったものの、前年同期比では北米商流見直しの効

果や費用削減などにより、182 百万円改善いたしました。 

引き続き国内・アジア向けＰＯＳの商流見直しなどに取組み、損益改善に努めてまいります。 

＜産業・公共ビジネス＞ 

2014 年度 

第 3四半期累計 

2015 年度 

第 3四半期累計 

前年同期比 

増減率(%) 

売 上 高 13,423 13,842 418 3.1 

営 業 損 益 397 753 356 

産業・公共ビジネスにつきましては、トータリゼータ関連ビジネスの運用/保守が堅調に推移したこと

などにより、連結売上高は 13,842 百万円（前年同期比 3.1％増、418 百万円の増）となりました。 

損益につきましては、上記の増収効果に加え、コストダウン効果などにより 753 百万円の連結営業利

益を計上し、前年同期比では 356 百万円の増加となりました。 

＜サービスビジネス＞ 

2014 年度 

第 3四半期累計 

2015 年度 

第 3四半期累計 

前年同期比 

増減率(%) 

売 上 高 13,196 12,972 △223 △1.7

営 業 損 益 801 782 △18

サービスビジネスにつきましては、ＰＯＳヘルプデスクサービスなどが堅調に推移いたしましたが、

一部スポット保守の所要減などもあり、連結売上高は 12,972 百万円（前年同期比 1.7％減、223 百万円の

減）、連結営業利益は 782 百万円となりました。引き続き、導入サービスなどＬＣＭサービスビジネスの

拡大に注力するとともに、新サービスの開発/提供を積極的に推進してまいります。 

＜その他＞ 

 その他ビジネスには、金型・切削加工事業や福利厚生事業などが含まれており、連結売上高 751 百万

円（前年同期比 12.7％増、84 百万円の増）、連結営業利益 124 百万円となりました。 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

（単位：百万円） 

富士通フロンテック(株)(6945)平成28年3月期　第3四半期決算短信

-3-



(2)連結財政状態に関する定性的情報 

 
 ①資産・負債・純資産の状況                       （単位：百万円） 

   2014年度 

連結会計年度末 

（2015年3月31日） 

2015年度 

第3四半期連結会計期間末 

（2015年12月31日） 

増 減 

   金 額 金 額 金 額 増減率(%) 

  資産合計 72,671 68,839 △3,832 △5.3 

  負債合計 34,385 28,830 △5,555 △16.2 

  純資産合計 38,285 40,009 1,723 4.5 

       

 （借入金） (1,443) (-) (△1,443)  

 自己資本比率 52.4% 57.8% 5.4  
 

 

当第 3四半期連結会計期間末の資産合計は 68,839 百万円と、前年度末から 3,832 百万円減少いたしま

した。前年度末に集中した売上に係る売掛金を回収したことにより減少いたしました。 

負債合計は 28,830 百万円と、前年度末から 5,555 百万円減少いたしました。なお、前年度末にありま

した借入金については全額返済いたしました。 

純資産合計は 40,009 百万円と、前年度末から 1,723 百万円増加いたしました。その結果、自己資本比

率は 57.8％と、前年度末から 5.4 ポイント増加いたしました。 

 

②キャッシュ・フローの状況                            （単位：百万円） 

 2014年度 

第3四半期連結累計期間 

2014年４月１日～ 

2014年12月31日 

2015年度 

第3四半期連結累計期間 

2015年４月１日～ 

2015年12月31日 

前年同期比 

Ⅰ.営業活動によるキャッシュ・フロー 4,971 5,815 844 

Ⅱ.投資活動によるキャッシュ・フロー △2,700 △1,637 1,063 

Ⅲ.財務活動によるキャッシュ・フロー △1,217 △2,753 △1,536 

    

Ⅳ.現金及び現金同等物の四半期末残高 7,614 9,537 1,922 

 

当第 3 四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、前年度末の売掛金を回収したこ

とにより、5,815 百万円となりました。前年同期比では、844 百万円の収入増となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、△1,637 百万円と、前年同期比では 1,063 百万円の支出減とな

りました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは借入金の返済により、△2,753 百万円となりました。前年同期比

では 1,536 百万円の支出増となりました。 

この結果、現金及び現金同等物の期末残高は 9,537 百万円となりました。 
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(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期連結業績予想につきましては、国内ビジネスおよびメカコンポーネントを中心とした海外ビジ

ネスが堅調に推移しているため、連結売上高を 2,500 百万円上方修正いたします。

損益につきましては、為替変動等のリスクも考慮し、平成 27 年 4 月 28 日に公表いたしました業績

予想を据え置いております。 

（単位：百万円） 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に
帰属する 

当期純利益 

前回発表予想（A） 

(平成 27 年 4 月 28 日発表) 
116,000 5,500 5,000 3,000 

今回予想（B） 118,500 5,500 5,000 3,000 

増減額（B－A） 2,500 - - - 

増減率(%) 2.2 - - - 

（ご参考）前期実績 

（平成27年3月期） 
108,867 4,429 4,823 2,797 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年 9月 13 日。以下「企業結合会計基

準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年 9 月 13 日。以下

「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第 7 号 平成 25 年 9

月 13 日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第 1四半期連結会計期間から適用し、支配が継

続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取

得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、第 1四半期

連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配

分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変

更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の

変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第 3四半期連結累計期間及び前連結会計

年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58-2 項（4）、連結会計基準第 44-5 項（4）

及び事業分離等会計基準第 57-4 項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、第 1四半期連結会計期

間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当第 3 四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 
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(4)四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

（セグメント情報等）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第 3四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4 月 1日 至 平成 27 年 12 月 31 日） （単位：百万円） 

報告セグメント 
その他 

（注１） 
合計 

調整額 

（注２） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額 

金融 

ビジネス 

流通 

ビジネス 

産業・公共 

ビジネス 

サービス

ビジネス

売上高 44,760 12,330 13,842 12,972 751 84,656 － 84,656 

営業利益又は 

営業損失（△） 
3,424 △621 753 782 124 4,463 △1,125 3,338 

（注１）「その他」の区分は報告セグメントに帰属しない事業セグメントであり、金型・切削加工事業、

従業員向け福利厚生事業等を含んでおります。 

（注２）営業利益又は営業損失の調整額△1,125 百万円は、各報告セグメントに配分されていない全社費

用△1,125 百万円が含まれております。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない基礎的研究

等の戦略費用及び親会社のグループ経営管理・サポート機能に係る費用等であります。 

(5)重要な後発事象

該当事項はありません。
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５．補足情報 

平成 28 年 3 月期（連結） （単位：百万円） 

第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

27 年 4 月～27年 6月 27 年 7 月～27年 9月 27 年 10 月～27 年 12月 28 年 1 月～28年 3月 

売 上 高 24,240 31,456 28,960 

売 上 総 利 益 4,433 6,284 5,547 

営 業利益又 は損失（△ ） 195 1,823 1,319 

経 常利益又 は損失（△ ） 323 1,540 1,291 

税金等調整前四半期純利益 

又 は 純 損 失 （ △ ） 
323 1,540 1,291 

親会社株主に帰属する四半期

純 利益又は 純損失（△ ） 
153 1,132 852 

1 株当たり 四半期純利 益 

又 は 純 損 失 （ △ ） 
6 円 43 銭 47 円 23 銭 35 円 57 銭 

総 資 産 68,125 71,091 68,839 

純 資 産 38,276 39,387 40,009 

1 株 当 た り 純 資 産 1,588 円 30 銭 1,633 円 22 銭 1,658 円 98 銭 

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,667 △764 912 

投資活動によるキャッシュ・フロー △823 △471 △342

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,954 △290 △509

現金及び現金同等物期末残高 11,054 9,493 9,537 

平成 27 年 3 月期（連結） （単位：百万円） 

第１四半期 第 2四半期 第 3四半期 第 4四半期 

26 年 4 月～26年 6月 26 年 7 月～26年 9月 26 年 10 月～26 年 12月 27 年 1 月～27年 3月 

売 上 高 21,232 27,590 24,511 35,533 

売 上 総 利 益 2,981 5,432 5,102 7,400 

営 業利益又 は損失（△ ） △963 1,390 1,082 2,920 

経 常利益又 は損失（△ ） △1,080 1,657 1,458 2,788 

税金等調整前四半期純利益 

又 は 純 損 失 （ △ ） 
△1,080 1,657 1,245 2,511 

親会社株主に帰属する四半期 

純 利益又は 純損失（△ ） 
△735 1,078 751 1,703 

1 株当たり 四半期純利 益 

又 は 純 損 失 （ △ ） 
△30 円 72 銭 44 円 95 銭 31 円 30 銭 71 円 7 銭 

総 資 産 61,800 65,190 65,379 72,671 

純 資 産 34,471 35,815 36,660 38,285 

1 株 当 た り 純 資 産 1,428 円 71 銭 1,483 円 57 銭 1,518 円 53 銭 1,589 円 43 銭 

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,201 △1,230 999 1,703 

投資活動によるキャッシュ・フロー △690 △950 △1,059 △818

財務活動によるキャッシュ・フロー △491 △248 △477 △349

現金及び現金同等物期末残高 10,218 7,965 7,614 8,140 
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